
今月の表紙 第34回町民文化祭舞台発表 ～寿大学舞踊クラブの舞・尾上の四季～

まちの話題 まちづくりの功績に感謝を込めて 平成27年度功労者・善行者表彰式

温故知新

町選挙管理委員会の委員、委員長を20年

柏町 福井全雅 さん

特 集 2015津別ウッドクラフト展最優秀作品＆優秀作品紹介
防災特集 冬の災害に備えて



愛林のまち・津別町の木工作品展「2015津別ウッドクラフト展」に、今

年も町内外から力作が寄せられました。その中から、審査会で選ばれた部

門別の最優秀作品と優秀作品をご紹介します。

※最優秀賞の３作品は、木材工芸館に展示されています（子どもの部の最

優秀作品は平成28年10月まで展示）。

問い合わせ先 産業振興課林政グループ 緯76－2151（内線260）

大人の部 最優秀賞

「イモムシ」

弘田 政志さん（網走市）
【
講
評
】
イ
チ
イ
の
枝
の
自
然
そ
の
ま
ま
の
造
形
を
活
か
し
、

巧
み
な
木
彫
技
術
で
作
ら
れ
た
木
の
葉
を
組
合
せ
て
、
カ

ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
た
か
わ
い
い
イ
モ
ム
シ
の
メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
…
。

お
じ
い

ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ

ん
と
孫
が

遊
ぶ
光
景

が
目
に
浮

か
び
ま
す
。

子どもシニアの部 最優秀賞

「森の時間割」

兼平 航志さん（津別町）
【
講
評
】
茶
系
の
色
を
使
い
分
け
て

着
色
し
、
全
体
的
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル

で
シ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
て
素
敵
で
す
。
教
室
に

ひ
と
つ
あ
る
と
授
業
が
楽
し
み
に

な
り
そ
う
で
す
。

大人の部 優秀賞

「鮭の逆襲」

伊藤 泰弘さん（愛知県）

大人の部 優秀賞

「クリケットハウス」

斉藤 洋司さん（北見市）

子どもジュニアの部 最優秀賞

「木のめいろ」

安坂 晟也さん（津別町）

〈小学５年生以上〉 〈小学４年生以下〉

子どもシニアの部 優秀賞

「カラーパズル」

廣田 健利さん（士別市）

【講評】カラフルなモザイク画のジグ

ソーパズルと思いきや、ピースを取り

外すと「ようこそ津別～」の文字とキャ

ラクターが描かれていて感動します。

子どもシニアの部 優秀賞

「森のテーブル！」

西村 彰時さん（津別町）

【講評】木と金属など異種材を組み合わ

せて、多機能なテーブルです。

【講評】木の種類の違いで色が異なる○

▽◇の棒や板を組み合わせて迷路をつ

くり、トンネルや坂など立体的な変化

もあり、デザイン力に優れた玩具です。

子どもジュニアの部 優秀賞

「おこづかいちょうだい！」

加藤 央羅さん（津別町）

【講評】おこづかいの金額を決めるため

の道具としてパチンコゲームをつくる

という発想

が、とても

ユニークで

す。楽しい

家族の様子

がうかがえ

ます。

子どもジュニアの部 優秀賞

「おさいせん箱風のちょきん箱」

日下 一平さん（津別町）

【
講
評
】
お
金
が
た
く
さ
ん
た
ま
り

そ
う
で
す
。

【講評】魚がいつもは恐れている熊に襲

いかかるという夢の世界を、からくり

で動きのあ

るおもちゃ

に仕上げた

力作です。

楕円の歯車

が独創的で

す。

【
講
評
】
木
の
良
さ
を
強
烈
に
印
象

づ
け
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
り
ぎ
り
す
が
、
暑
い
夏
も
寒
い

冬
も
越
え
て
元
気
な
姿
を
見
せ
て

く
れ
そ
う
で
す
。

冬
の
災
害
に
備
え
て

近
年
、
冬
季
の
異
常
気
象
に
よ
り
近
隣
の
町

や
津
別
町
内
で
も
人
命
に
関
わ
る
被
害
や
事
故

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
だ
と
過

信
せ
ず
、
冬
の
災
害
へ
の
備
え
と
い
ざ
と
い
う

と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

●
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
備
え
と
準
備

・
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風
雪
が
予
想
さ

れ
る
と
き
は
外
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

電
気
を
使
わ
な
い
暖
房
器
具
な
ど
の
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
の
給
排
気
口
が
雪
で
ふ
さ
が

れ
な
い
よ
う
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
で
き
な
い
状
況
に
備
え
て
食
糧
や
飲
料

水
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
へ
の
積
雪
は
、
落
雪
に
よ
る
ケ
ガ
や
事

故
、
避
難
経
路
の
断
絶
な
ど
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
地
震
が
発
生

す
る
と
、
家
屋
倒
壊
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

屋
根
へ
の
積
雪
は
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
暴
風
雪
の
中
を
除
雪
車
両
や
緊
急
車
両
が
往

来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
立
つ
服
装
で

あ
っ
て
も
非
常
に
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、

視
界
が
悪
い
と
き
の
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き

・
道
路
状
況
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
冬
期
間
は
天
気
の
急
変
で
車
が
立
ち
往
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
防
寒
着
、
長
靴
、

手
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
、
牽

引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
常
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
十
分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
万
一
に
備
え
て
飲
料
水
や
非
常
食
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
最
寄
り
の

「
道
の
駅
」
や
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」

「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
な
ど
で
天
気
の
回
復

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

・
状
況
に
よ
っ
て
は
「
避
難
所
」
が
開
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更
な
る
天
候
の

悪
化
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
「
避
難
所
」
の

利
用
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
吹
雪
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
と
き

・
大
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
に
よ
り
車
が
立
ち

往
生
し
た
時
は
、
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
（
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
9
9
1
0
）
や
Ｊ
Ａ
Ｆ
な
ど

の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
近
く
の
人
家
な
ど
に

救
助
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
車
が
目
立
つ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
避
難
で
き
る
場
所
や
救
助
を
求
め
ら
れ
る
人

家
が
な
い
場
合
は
、
消
防
（
1
1
9
番
）
や

警
察
（
1
1
0
番
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
エ
ン
ジ
ン
は
切
る
。
マ
フ
ラ
ー
が
雪
に
埋

ま
る
と
、
排
気
ガ
ス
の
逆
流
で
一
酸
化
炭

素
中
毒
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
や
む
を

得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
き
は
、
マ
フ

ラ
ー
の
周
り
を
こ
ま
め
に
除
雪
し
、
窓
を

少
し
開
け
て
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
車
を
置
い
て
避
難
す
る
と
き
は
、
除
雪
や
救

助
活
動
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
連
絡
先

を
書
い
た
メ
モ
な
ど
を
目
立
つ
と
こ
ろ
に
置

き
、
車
の
鍵
は
付
け
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
警
報
の
種
類

〈
暴
風
雪
警
報
〉

暴
風
雪
（
地
吹
雪
）
に
よ
っ
て
、
重
大
な
災

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た

際
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
基
準
値

が
異
な
り
ま
す
が
、
平
均
風
速
が
お
お
む
ね
風

速

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
雪
を
伴
う
場
合
に
発

20
表
さ
れ
ま
す
。

〈
暴
風
雪
特
別
警
報
〉

数
十
年
に
一
度
の
強
さ
の
低
気
圧
に
よ
り
、

風
速
が

～

メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
暴
風

30

40

と
雪
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

〈
大
雪
特
別
警
報
〉

数
十
年
に
一
度
の
積
雪
が
あ
る
状
態
で
、
さ

ら
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る

場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ先 総務課庶務グループ 緯76－2151（内線208）

ൽඤൽႹૂ༭イトȆイϋέιーシοϋΘイμル

北海道防災情報システム

北の道ナビ

道路交通情報センター

インフォメーション

ダイヤル

http://www.bousai-hokkaido.jp

http://n-rd.jp/

北海道地方・札幌方面 緯050-3369-6601

北海道地方高速情報 緯050-3369-6760

北見方面 緯050-3369-6654

釧路方面 緯050-3369-6653

旭川方面 緯050-3369-6652

函館方面 緯050-3369-6651

携帯短縮ダイヤル 緯 #8011

葛
平
成

年
の
大
雪
の
様
子
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筑
波
大
学
と
津
別
町

の
共
同
研
究
に
よ
る
「
ま

ち
な
か
再
生
事
業
」
の
一

環
と
し
て
夏
に
行
わ
れ

た

高

大

連

携
ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
二
つ
の
高
校
生

グ
ル
ー
プ
が
、

月
８
日

11

筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「
筑
波
大
学
高
大
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
て
津

別
町
の
ま
ち
な
か
再
生

の
提
案
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

津
別
町
の
他
に
は
福

島
県
、
茨
城
県
の
高
校
が

出
席
し
て
お
り
、
第
1
部
、

第
2
部
と
分
か
れ
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

津
別
高
校
の
生
徒
は

「
津
別
高
校
魅
力
ア
ッ
プ

大
作
戦
中
学
生
獲
得
の
道
」

「
帰
り
た
い
町
あ
っ
た
か
津

別
が
待
っ
て
い
る
」
と
題
し

て
、
夏
に
筑
波
の
学
生
と
ま

ち
歩
き
を
行
い
自
分
た
ち
で

考
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
、
約
１
８
０
人
の
前
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
筑
波
大
学
中

川
教
授
（
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長
）

の
案
内
に
よ
り
筑
波
大
学
内

の
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
体
育
総
合
実

験
棟
）
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

筑
波
大
学
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
５
に
出
席
し
ま
し
た
！

《
津
別
高
校
生
が
筑
波
大
学
へ
》

津別町の人口動向や将来人口推計の分析を提示した「津別町人口ビジョン」と、人口動向や産業実態等を

踏まえ、2015～2019年度（5か年）の政策目標と施策を示した「津別町まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を策定いたしましたので、公表いたします。

○閲覧できる場所 データ～津別町ホームページ

冊子～役場正面玄関ロビー、中央公民館、さんさん館

○問い合わせ先 住民企画課 企画グループ

緯76－2151（内線240、241、242） 胃76－2976

E-mail：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

津別町人口ビジョン及び津別町まち・ひと・しごと創生総合
戦略を策定しました

まちなか再生HP

QRコード

総合戦略HP

QRコード

早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を

除
雪
の
出
動
基
準
は
概
ね

唖
と
し
て
、
早
朝
３
時

10

こ
ろ
か
ら
出
動
し
ま
す
。
騒
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
や
め
て

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
へ
の
支
障
ば
か
り
で
は
な

く
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

故
障
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
除
雪
車
や
ほ

か
の
車
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
で
き
る
限
り
速
や
か
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
路
上
駐
車
」
は
法
律
で
禁
止
行
為
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
：

三
月
以
下
の
懲
役
、
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
）。

道
路
に
物
を
置
か
な
い
で

自
宅
や
車
庫
出
入
口
に
車
両
用
ス
ロ
ー
プ
台
や
看
板

用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
作
業
の

支
障
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

歩
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で

車
道
や
歩
道
に
出
さ
れ
た
雪
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

車
道
や
歩
道
に
雪
が
出
さ
れ
る
と
、
わ
だ
ち
が
生
じ
て

ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
た
り
、
歩
行
者（
多
く
は
子
ど
も
や

お
年
寄
り
）が
車
道
を
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
危
険

な
事
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
「
道
路
へ
の
雪
出
し
」
は
法
律
で
禁
止
行
為
と
さ
れ

て
い
ま
す（
道
路
交
通
法
：
三
月
以
下
の
懲
役
、
又
は
五

万
円
以
下
の
罰
金
）。

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

除
雪
で
は
常
に
『
安
全
』
を
意
識
し
て
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
除
雪
車
は
音
も
大
き
く
、
後
方
な
ど
に

死
角
が
多
い
こ
と
か
ら
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
に
対
す
る
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
排
雪
の
と
き
に
除
雪
車
に
向
っ
て
雪
を
出
す

こ
と
も
お
や
め
く
だ
さ
い
。
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
敷
地
内
、

ま
た
は
指
定
の
雪
捨
て
場
（
場
所
は
左
図
の
と
お
り
）

に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雪 捨 て 場 案 内 図

除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

●
国
道
に
関
す
る
こ
と

北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設
部
北
見
道
路
事
務
所

緯
0
1
5
7
室

室
2
2
8
1

36

●
道
道
に
関
す
る
こ
と

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

緯
0
1
5
2
室

室
0
7
4
2

41

●
町
道
に
関
す
る
こ
と

役
場
建
設
課

緯

室
2
1
5
1

76

除
雪
セ
ン
タ
ー

緯

室
2
7
3
9

76

除除
雪
作
業
に
ご
理
解

除
雪
作
業
に
ご
理
解
とと

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
すす

町
で
は
皆
さ
ん
の
ご
意
見

町
で
は
皆
さ
ん
の
ご
意
見
やや

ご
要
望
を
念
頭
に
、
安
全
で

ご
要
望
を
念
頭
に
、
安
全
で
迅迅

速
、
効
率
的
な
除
排
雪
を
行

速
、
効
率
的
な
除
排
雪
を
行
っっ

て
い
ま
す

て
い
ま
す
。。

し
か
し
、
行
政
だ
け
の
除

し
か
し
、
行
政
だ
け
の
除
雪雪

に
は
作
業
に
限
界
が
あ
り
、

に
は
作
業
に
限
界
が
あ
り
、
町町

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理理

解
と
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が

解
と
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が
不不

可
欠
で
す

可
欠
で
す
。。

い
よ
い
よ
除
雪
の
シ
ー
ズ

い
よ
い
よ
除
雪
の
シ
ー
ズ
ンン

の
到
来
で
す
。
次
の
こ
と
に

の
到
来
で
す
。
次
の
こ
と
に
つつ

い
て
、
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご

い
て
、
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協協

力
を
お
願
い
し
ま
す

力
を
お
願
い
し
ま
す
。。



文
化
の
日
の

月
３
日
、
平
成

年
度
津
別
町
功

11

27

労
者
・
善
行
者
表
彰
式
が
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
功
労
者
（
自
治
、
消
防
）
表
彰
を
６

氏
、
善
行
者
表
彰
を
１
法
人
が
受
賞
。
佐
藤
多
一
町

長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
、
町
の
発
展
や
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
福
井
全
雅
さ
ん
（
自
治
功
労

者
）
が
、「
こ
の
度
の
受
賞
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
あ
り
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
も
地
域
の

た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

月

日
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

10

25

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
「
津
別
町
少
年
野
球

教
室
」
が
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
野
球
少
年
団
と
津
別
中
学
校
野
球
部

の
計

名
の
参
加
者
が
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
で
ア

４７

カ
デ
ミ
ー
講
師
の
牧
谷
宇
佐
美
さ
ん
と
村
上
真
哉

さ
ん
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

２
名
の
講
師
か
ら
は
非
常
に
細
か
い
指
導
を
い

た
だ
き
、
牧
谷
さ
ん
か
ら
は
「
プ
ロ
と
少
年
野
球

は
違
う
。
プ
ロ
の
良
く
な
い
部
分
は
真
似
せ
ず
、

ど
ん
な
プ
レ
ー

も
全
力
で
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
ま

し
た
。

シ
ー
ズ
ン
終

盤
で
の
野
球
教

室
開
催
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

是
非
来
年
の
飛

躍
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
も
の
で

す
。

ま
ち
づ
く
り
の
功
績
に
感
謝
を
込
め
て

平
成

年
度
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

27

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
指
導

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
「
津
別
町
少
年
野
球
教
室
」

津
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
演

芸
交
流
会
が
、

月

日
、
中
央
公

11

12

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
に
続
い

て
、
永
く
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
土
屋
幸
子
さ
ん
、
伊

藤
政
義
さ
ん
（
と
も
に
友
楽
園
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
）
へ
の
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
、
延
べ

名
が
カ

36

ラ
オ
ケ
歌
唱
や
舞
踊
を
披
露
。
自
慢

の
歌
声
や
息
の
合
っ
た
踊
り
に
、
観

客
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
舞
台
で
披
露

津
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
演
芸
交
流
会
開
催

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
１０

月

日
、
津
別
病
院
で
避
難
訓
練
が

２０
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
み
置
き
場
か
ら
出
火
し
た
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
職

員
が
入
院
患
者
に
見
立
て
た
担
架
や

車
椅
子
を
次
々
と
運
び
出
し
、
安
全

な
場
所
ま
で
避
難
誘
導
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
み
な
真
剣
な
表
情
で
て

き
ぱ
き
と
行
動
し
、
概
ね
想
定
時
間

内
で
訓
練
を
終
了
。
津
別
消
防
署
の

江
草
署
長
か
ら
も
合
格
点
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
を
素
早
く
救
出

津
別
病
院
で
避
難
訓
練

▲前列左から福井全雅さん、佐藤町長、日下太朗さん、後列
左から佐藤正敏さん、大寺隆さん、丸玉産業株式会社津別工
場長・松岡道雄さん、中野裕之さん、池森英樹さん

公
益
財
団
法
人
北
海
道
環
境
財
団
か
ら
町
に
、

町
有
林
の
植
栽
事
業
費
と
し
て

万
円
が
助
成
さ

４０

れ
、

月

日
、
関
係
者
が
役
場
を
訪
れ
目
録
の

１０

２９

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
財
団
と
産
業
廃
棄
物

処
理
業
の
環
境
開
発
工
業
株
式
会
社（
北
広
島
市
）

が
進
め
る
『
森
と
ア
ー
ス
へ
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
と
称
し
、
環
境
開
発
工
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
賛
同
を
得
た
自
動
車
整
備
工
場
な
ど
の
企
業

か
ら
回
収
し
た
廃
油
１
渥
当
た
り
１
円
を
北
海
道

環
境
財
団
に
寄
附
し
、
財
団
か
ら
森
林
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
る
道
内
の
自
治
体
に
助
成
金
が
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

賛
同
企
業
は
、
間
接
的
に
森
づ
く
り
に
関
わ
る

こ
と
で
、
環
境
意
識
の
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
財
団
よ
り
助
成
先
自
治
体
の
地
場
産

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

津
別
町
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事
業
で
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
派
遣
さ
れ
た
、
津
別
高
校
の
生
徒

５
名
（
い
ず
れ
も
２
年
生
）
が
帰
町
し
、

月
４

11

日
、
町
長
ら
に
研
修
修
了
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

月

日
か
ら

日
ま
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

10

16

28

し
な
が
ら
高
校
の
授
業
を
受
け
た
り
、
文
化
施
設

を
訪
れ
る
な
ど
の
研
修
に
臨
ん
だ
生
徒
た
ち
は
、

「
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
苦
労
し
た
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
勉
強
が

で
き
た
」、「
ス
ー
パ
ー
が
大
き
く
て
食
品
の
種
類

が
豊
富
だ
っ
た
」、「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

優
し
く
し
て
く
れ

た
」
な
ど
と
、
そ
れ

ぞ
れ
印
象
に
残
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
ま
し
た
。

月

日
に
は
、

１２

２４

津
別
高
校
体
育
館

で
、
全
校
生
徒
や
町

民
を
対
象
と
し
た

報
告
会
も
開
か
れ

ま
す
。

廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
森
づ
く
り
へ

町
に
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
金

異
な
る
文
化
や
生
活
を
体
験

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告

▲左から佐藤町長、北海道環境財団・柴田真年専務理事、
環境開発工業・長谷川徹代表取締役会長



津
別
郵
便
局
に
勤
め
て
今
年
で
10

年
目
の
節
目
を
迎
え
た
宮
浦
淳
さ
ん
。

若
手
と
い
う
よ
り
は
既
に
中
堅
局
員

と
し
て
郵
便
業
務
を
中
心
に
、
保
険
、

貯
金
と
幅
広
い
業
務
に
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

津
別
町
出
身
の
宮
浦
さ
ん
は
、
津
別

高
等
学
校
を
卒
業
後
、
北
見
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
総
合
事
務
科
で
２
年

間
学
び
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事

を
、
と
い
う
理
由
で
津
別
郵
便
局
を
志

望
し
ま
し
た
。

「
仕
事
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

年
目
を
迎
え
て
仕
事
の
幅

１０

は
少
し
は
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
は
経
験
を
積
ん
で
よ
り
深
い
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
局
員
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
、

年
目
に
向
け
た
抱
負
を
語
っ
て
い

１１た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
ラ
イ
ブ
な
ど

の
音
楽
鑑
賞
と
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
だ

そ
う
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
局
員
に

宮
浦

淳

さ
ん

みやうら じゅんさん／昭和61年３月生まれ、津別郵

便局勤務

風邪予防の季節です！
風邪は万病のもとといわれます。今月は食

事からの予防を考えます。

〈基本はバランスのとれた食事です〉

健康なからだのためにはバランス良く食事

することが大事です。

プラス意識するものとしては、ナッツやかぼちゃ、青魚などのビタ

ミンEの多い食品と肉、魚、卵、大豆製品などのたん白質、レバー

や貝類、ひじき、葉物野菜などの鉄分が血行を良くするといわれてい

ます。また、感染症予防にはのどの粘膜の乾燥を防ぐことも効果的

ですので、こまめに水分補給しましょう。

〈今日はバランス良く食べたかな！？〉

食べたものにチェックしてみましょう。

□ご飯やパン、麺類 □いも類 □緑黄色野菜 □その他の野菜

□果物 □大豆製品 □肉 □魚 □卵 □乳製品 □きのこ類

□海藻 □ごまやナッツ

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜は大根でした。

今月は北海道産の生産量が日本の45％を占め、ビタミンA、ビタ

ミンEなどの脂溶性ビタミンが豊富な冬至に食べるとされる野菜

は…わかりますね！？

今年も５名の高校生がニュージーラ

ンドでいろんな体験をして学んできま

した！

高校の全校

集会にて報告

会が実施され、

町民のみなさ

んにも公開さ

れます。

お時間の許す方は、ぜひお越しくだ

さい！

日 時 １２月２４日（木）

１１時４５分～１２時３５分

場 所 津別高等学校 体育館

問い合わせ先

津別町青少年海外研修実行委員会

事務局 生涯学習課

緯76－2713

津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研津別町青少年海外研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららら報告会のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

ニニュージーランニュージーランドド

こ
の

月
に
任
期
を
終
え
る
ま
で
、

11

津
別
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
を

年
間
、
委
員
長
の
重
責
を
４
年
間

16担
っ
て
き
た
福
井
全
雅
さ
ん
。
平
成

年
度
の
津
別
町
功
労
表
彰
（
自
治

２７功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
、「
無
事
に
任

期
を
全
う
で
き
た
の
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
ま
す
。

柏
町
の
福
王
寺
に
生
ま
れ
た
福
井

さ
ん
は
、
津
別
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

和
歌
山
県
に
あ
る
高
野
山
大
学
に
進

学
し
、
総
本
山
で
僧
侶
の
修
行
を
積

み
な
が
ら
仏
教
の
勉
強
に
励
み
ま
す
。

朝
の
お
参
り
や
掃
除
を
終
え
て
か
ら

大
学
で
勉
強
す
る
毎
日
で
、
食
事
は

３
食
と
も
肉
や
魚
介
を
使
わ
な
い
精

進
料
理
で
し
た
。
若
い
学
生
に
は
辛

そ
う
な
生
活
で
す
が
、「
そ
れ
で
も

月
に
１
回
ぐ
ら
い
は
外
食
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
精
進
料
理
に
味
覚
が

慣
れ
て
し
ま
う
と
、
帰
省
し
た
際
に

煮
干
し
で
だ
し
を
取
っ
た
味
噌
汁
が

生
臭
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」。

大
学
在
学
中
に
父
親
が
倒
れ
た
こ

と
か
ら
、
福
井
さ
ん
は
卒
業
後
ほ
ど

な
く
福
王
寺
の
三
代
目
住
職
に
就
き

ま
す
。
以
来
、

年
近
く
に
渡
っ
て

50

お
寺
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

住
職
の
か
た
わ
ら
、
昭
和

年
か

57

ら
保
護
司
、
昭
和

年
か
ら
は
民
生

60

委
員
と
し
て
長
年
社
会
貢
献
を
続
け

て
き
ま
し
た
。「
寺
の
務
め
と
し
て
、

頼
ま
れ
れ
ば
人
の
役
に
立
て
る
こ
と

は
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、

地
域
へ
の
奉
仕
精
神
の
大
切
さ
を
話

し
ま
す
。

今
年

歳
を
迎
え
た
福
井
さ
ん
は
、

70

以
前
か
ら
考
え
て
い
た
と
お
り
、
年

内
い
っ
ぱ
い
で
息
子
さ
ん
へ
の
代
替

わ
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

一
線
を
退
い
て
も
僧
職
と
し
て
日
々

の
御
勤
め
は
変
わ
り
な
く
続
き
ま
す
。

趣
味
は
庭
い
じ
り
。
お
寺
の
前
と

裏
山
に
長
年
手
塩
に
か
け
た
見
事
な

庭
園
が
広
が
っ
て
お
り
、
春
は
桜
、

秋
に
は
紅
葉
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
訪

れ
る
人
を
和
ま
せ
ま
す
。「
皆
さ
ん

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
季
節
ご
と
の

景
色
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」。

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申

告
、
納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

臼
電
子
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
【
※
】

及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
読
み
込
む
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
電
器
店
等
で
３
千

円
程
度
）
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

渦
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号

等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
開
始
届
出
書
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
、
利
用
者
識
別
番
号
等
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
発
行
さ
れ
ま
す
）。

嘘
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期
登
録
、

そ
の
ま
ま
申
告
デ
ー

タ
ー
を
作
成
し
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
へ
送
信
し
電

子
申
告
を
終
了
し
ま

す
。

詳
し
く
は
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
有
効
期
間
満
了
に

伴
う
失
効
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
ご
利
用
を

ふくい ぜんがさん／昭和20年９月、津別町生まれ／

70歳／柏町在住

さ
ん

福
井

全
雅

町
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
、
委
員
長
を

年
20

【452】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

〈イータックスホームページ〉

http://www.e-tax.nta.go.jp

〈総務省ホームページ〉

http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/

kojinninshou-01.html#shikkou



月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

１０

２７

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

竹
原

朱
音
ち
ゃ
ん（
双
葉
）

あ
や
ね

柳
瀬

七
穂
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

な
な
ほ

大
川

蒼
偉
く
ん（
旭
町
）

あ
お
い

黒
田

蓮
翔
く
ん（
旭
町
）

れ
ん
と

小
原

詩
音
ち
ゃ
ん（
新
町
）

し
お
ん

武
藤

真
弦
く
ん（
共
和
）

ま
い
と

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
３
３
２
）

76

月
は
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り

12
号
」が
２
日
間
来
町
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
日
に
、
津
別
町
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

《
1
日
目
》

月
7
日（
月
）

12
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

午
後
1
時
～
３
時

津
別
高
校
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

《
2
日
目
》

月
9
日（
水
）

12
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

午
後
1
時
～
３
時

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

☆
当
日
献
血

に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
は
、

津
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
2
３
1
）

７６

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方

に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た

共
済
契
約
者
及
び
被

共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お

い
て
速
や
か
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
・
林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

緯

室
６
７
３
１
室
２
８
８
７

03

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

「
献
血
」
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈林退共ホームページ〉

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

安全で安心な年末を送り、希望に満ちた新年を迎

えるため、次のことに気をつけましょう。

◎振り込め詐欺の被害防止

「名義を貸して」「ATMで医療費を還付する」「携

帯電話を持ってＡＴＭへ」と言われたら詐欺です。

◎女性の犯罪被害防止

夜間の一人歩きは極力避け、人通りが多くて明る

い道を通るようにしましょう。

◎空き巣狙いの被害防止

短時間の外出でも必ず鍵をかけましょう。

◎スリップ等による交通事故の防止

スリップ事故の原因となる急発進、急ブレーキなど、

急のつく運転はやめ、慎重な運転を心掛けましょう。

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ  ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

年末における犯罪や交通事故の
起きにくい社会づくり

忘
年
会
な
ど
で
お
酒
の
お
付

き
合
い
の
機
会
も
な
に
か
と
増

え
る
時
期
で
す
。

北
海
道
警
察
が
、
過
去
５
年
間

の
飲
酒
を
伴
う
交
通
事
故
の
実

態
を
発
表
し
て
い
ま
す
。



平
成

年
か
ら

年
ま
で
１

22

26

０
０
９
件
の
飲
酒
を
伴
う
人
身

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

月
別
で
は
、

月
が
最
も
多
く

12

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
う
ち

９７死
亡
事
故
は
４
件
で
す
。
死
亡

事
故
は
全
て
の
月
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

時
間
別
で
は
、

時
～

時
の

22

24

間
が
１
２
０
件
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

曜
日
別
で
は
土
曜
・
日
曜
日
の

発
生
が
多
く
こ
の
２
日
間
で
人

身
事
故
は

・
６
％
、
死
亡
事
故

４１

は

・
６
％
と
半
数
近
く
を
占
め

４２
て
い
ま
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
人
に

は
飲
ま
せ
る
な
を
、
お
互
い
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

月
に
多
発
す
る

１２飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

住民企画課

住民環境

グループ

次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
幼
児
・

一
般
（
高
校
生
含
む
）
は
当
日
の

申
し
込
み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
記
録
会

平
成

年
１
月

日
（
土
）

28

30

午
前
９
時
～
正
午

津
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト

平
成

年
２
月
７
日
（
日
）

28

午
前
９
時
～
（
予
定
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

※
今
年
も
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
当
日

に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

川
端
絵
美
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
中
で
す
。
参
加
取
り
ま

と
め
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課

緯

室
２
７
１
３

76

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

12と
し
て
道
税
の
滞
納
整
理
を
強
化

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事

12
業
税
及
び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の

道
税
全
て
に
つ
い
て
滞
納
整
理
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
給
与

や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
差
押
え
を
行
い
ま

す
。ま

だ
、
納
税
が
お

済
み
で
な
い
方
は
大

至
急
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

納
税
に
つ
い

て
の
ご
相
談
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
税
務
課
納
税
係
へ

お
願
い
し
ま
す
。

道
税
の
納
税
に
は
、

手
続
き
が
簡
単
で
便

利
な
口
座
振
替
が
ご

利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

税
務
課
納
税
係

緯
0
1
5
2
室

室
0
6
1
6

41

（
直
通
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
！

産業振興課
商工観光
グループ

緯76－2151
（内線258）

国
民
一
人
ひ
と
り
に

桁
の

１２

個
人
番
号
を
つ
け
、
社
会
保
障
や

税
・
災
害
対
策
な
ど
を
管
理
し
て

い
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
。「
み

ん
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
手
続

き
を
し
て
い
る
が
、
あ
な
た

は
手
続
き
を
し
た
か
、
個
人

情
報
を
調
査
中
で
あ
る
」
と

言
っ
て
若
い
男
性
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
。
資
産
や
保
険
の

契
約
状
況
な
ど
を
聞
か
れ

「
早
く
手
続
き
を
し
な
い
と

刑
事
問
題
に
な
る
」
と
言
わ
れ
不

安
に
な
っ
た
。
本
当
に
行
政
機

関
が
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
通
知

や
利
用
手
続
き
等
で
、
国
や
自
治

体
の
職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や

年
金
、
保
険
の
利
用
状
況
等
を
聞

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
電
話
や
訪
問
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
支
払

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
審

な
場
合
は
、
役
場
ま
た
は
美

幌
消
費
者
協
会
に
相
談
と
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

※

月

日
～
１
月
５
日
休
業

１２

２９

A Q
特定の予防ワクチン接種後に
医療機関を受診した方へ

平成２５年３月３１日までに、市町村の助成

により、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワ

クチン、小児用肺炎球菌ワクチンのいずれ

かを接種した方のうち、接種後に何らかの

症状が生じ、医療機関を受診した方は、接

種との関連性が認定されると、医療費・医療

手当てが支給される場合があります。

お心当たりのある方は、具体的な請求方

法等について、以下の相談窓口までお問い

合わせください。

独立行政法人医薬品医療機器総合機構

救済制度相談窓口

（フリーダイヤル）0120－149－931

※御利用になれない場合は

緯03－3506－9411（有料））に至急お

問い合わせください。

冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

ご
案
内

月
は
道
税
の
滞
納
整
理

12強
化
月
間
で
す

＜オホーツク総合振興局税務課ホームページ＞

http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

１２月は

「町道民税」「介護保険料」第４期、
「国民健康保険税」
「後期高齢者医療保険料」第７期

の納付月です。

納付期限は１２月２８日（月）です。
※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の

ご確認をお願いいたします。

ೋ༆町プτηͺθັき品࠴の

ခ࢘期ࡠに̾い̀

津別町プレミアム付き商品券の有効

期限は、平成27年12月31日（木）

までです。

年末のお買物等、期限内のご利用を

お願いします。

《問い合わせ先》

津別町商工会 緯76－2191

見見 本本



■募集期間 平成27年12月１日（火）～平成28年１月８日（金）

■人づくり活動支援事業 □対 象…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額：国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業 □対 象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円 下限額：５万円）

※補助対象外経費でも審査委員会で認められたものについては対象経費となります。

■事業の承認 申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プ

レゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、ス

ポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづくり

のリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線241）

参 考（平成27年度に採択された事業）

《人づくり事業》 指導者養成事業（ブロンズライセンスセミナー受講）、北欧における最新・最先端の木工技術・木製サッ

シ工場及び部材購買先調査事業、農協青年部先進地視察研修、骨盤ケアセミナー受講事業

《まちづくり事業》津別町｢命の授業｣講演会、｢森林セラピー基地"ノンノの森"｣活性化事業、高畠正明コンサート事業、

相生原人祭事業、ものそと研究所活動プロジェクト２０１５、北見相生線廃線３０年写真展及び相生鉄道公園整備事業

津別町 人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

平成27年度

３ٝ࿒

ೋ別町の࠲全ا౯比率͂資金不足比率

１．実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２．連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３．実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負坦の

程度を指標化したもの。

４．将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額などを

合計して、将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５．資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

■津別町の平成26年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基準を下回っています。しか

し、 依然として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

問い合わせ先 住民企画課財政グループ 緯76－2151（内線311）

౯比率の４ঐ標͂資金不足比率̦ນ̱̀いる͜のا全࠲

平成26年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

健全化判断比率の状況（平成26年度）
資金不足比率の状況（平成26年度）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不

足比率」を算定し、監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これ

らの比率を公表することが義務付けられています。公表する比率は、「健全化判断比率」の「1.実質赤字比率」、「2.連

結実質赤字比率」、「3.実質公債費比率」、「4.将来負担比率」の4つの指標と「5.資金不足比率」です。

公ນ̳る内容

消費者被害防止を図るため、消費生活を守る身近な

法律・最近の事例からみる消費者トラブル・気づきの

ポイントなどを学び、高齢者だけでなく地域でお互い

に見守りあう体制をつくり、安心して暮らせるまちづ

くりを考えます。

■開催日 １２月１２日（土）

■時 間 １０：００～１２：００

■会 場 林業研修会館 ２階 集会室

■テーマ 第２回くらしの安心・安全セミナー（無料）

■主 催 津別町

■講 師

北海道立消費生活センター 相談支援グループ

副主任消費生活相談員 萱場 律子 氏

【問い合わせ先】

産業振興課 商工観光グループ

緯７６－２１５１（内線２５８）

今回のテーマは「アフリカ」。

アフリカと聞くと、貧困、野生動物、

そんなイメージですが、おもしろいこ

とやふしぎなこともいっぱいあります。

体験談やものづくりを通して、いろ

んな世界を見てみませんか？

日 程 １２月１２日（土）

内 容

体験談話：全町民向け（申込み不要）

13:30～14:20

ものづくり：小学生・親子向け

（２０名）※先着順

14:30～15:30

※12月5日～12日：写真・パネル展示

場 所 津別町中央公民館 ２Ｆ研修室

参加費 無料

申込み ものづくり参加希望の方は、１２月３日（木）

までに中央公民館内生涯学習課へ（緯７６－２７１３）
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アサラトという

楽器づくり
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〈平成27年度〉

高等工科学校生徒募集案内

≪問い合わせ先≫

自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間：12時～20時）

フリーダイヤル 緯0120－063792

ナビダイヤル 緯0570－045818（携帯電話）

試験期日
受付
期間

応募資格募集種目

28年1月9日

～11日

※いずれか

1日を指定さ

れます。

11月1日

～

12月4日

中卒（見込

含）17歳未

満の男子

（推薦につ

いては中学

校長等の推

薦等が別途

必要です）

推

薦
高
等
工
科
学
校
生
徒

１次：28年

1月23日

2次：28年

2月4日～7日

11月1日

～

28年

1月8日

中卒（見込

含）17歳未

満の男子

一

般

問い合わせ先津別消防署グループ緯76－2189

全国統一標語

ྫཡ̈́ ͅغब̦ ̥く͖ͦͭ

12月22日から12月31日までの10日間

あわただしい年の瀬が近づいています。火災

を無くすため、お出かけ前、おやすみ前には火

の元の確認をお願いします。

◎広報車による町内啓発広報 12月22日～31日

◎サイレン吹鳴 12月26日～30日 午後７時

◎歳末特別警戒運動期間 12月26日～30日

消防団員による町内巡視（午後８時～午後10時）
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連講जの開催



問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 緯76－2713

利用期間 平成28年１月5日～３月上旬

※気象状況により変更になる場合があります。

▼利用時間（リフト運行時間）

お互い譲り合い、楽しく利用しましょう！

※スキー連盟などの夜間事業が行われる日は、

午後９時まで運行します。

（利用者の方は時間厳守願います）

対 象 アソビバ！つべつ会員でスケート初心者

（リンクを１周することができないなど）

日 程 平成28年１月13日（水）～15日（金）

午前10時～午前11時30分

場 所 津別小学校スケートリンク

参加費 無料 締 切 12月25日（金）

その他 スケート靴の無料貸し出しあります！

※12/8（火）からスケート靴の貸し出し

開始！（サイズや数に限りがあります）

申し込み・問い合わせ先

中央公民館生涯学習課 緯76－2713

対象者 1995（平成７）年４月２日生まれ～

1996（平成８）年４月１日生まれの方

日 時 平成28年１月10日（日）※成人の日の前

日受 付 午後１時～ 開 式 午後１時30分

場 所 津別町中央公民館 講堂

申込み 案内状が届いていない方で、参加を希望され

る方は12月11日(金)までに中央公民館生

涯学習課へお申し込みください。

問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 緯76－2713

法務省の人権擁護機関では、さまざまな人権に関

するお悩みについて、電話で相談に応じています。差

別、いじめ、嫌がらせなど人権に関する問題でお困り

の方はご利用ください。

みんなの人権110番 緯0570－003－110
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

子どもの人権110番 緯0120－007－110
ぜろぜろななのひゃくとおばん

女性の人権ホットライン 緯0570－070－810
ゼロナナゼロのハートライン

月曜日から金曜日（年末年始・祝日を除く）の午前

８時30分から午後５時15分まで。

※面接による相談もお受けしております。

釧路地方法務局・釧路人権擁護委員連合会

人権困りごとなんでも相談
ご 利 用 く だ さ い

冬の暴力追放運動
《運動の重点目標》

◎暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と被害防止

◎少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

問い合わせ先(公財)北海道暴力追放センター北見支局

緯0157－61－5982

平成27年12月15日
～平成28年１月14日

木工教室を下記のとおり開催します。ぜひ参加く

ださい。

◎親子木工教室 製作する作品 「スツール」

と き 12月6日（日） 午前9時～正午（予定）

ところ 木工体験工房（つべつ木材工芸館横）

対 象 ・中学生以下の子供とその親

・高校生以上の大人

定 員 20組（定員になり次第締め切ります）

参加費 1組2,550円（保険料込み）当日持参ください。

◎大人木工教室

製作する作品 「小椅子」

と き 12月13日（日）

午前9時～正午（予定）

ところ 木工体験工房

（つべつ木材工芸館横）

対 象 高校生以上の大人

定 員 20人（定員になり次第締め切ります）

参加費 1人5,050円（保険料込み）当日持参ください。

《両木工教室の申込先・詳細》

木材工芸館、木工体験工房管理受託者

（株）山上木工 0152－76－4934

「
小
椅
子
」
イ
メ
ー
ジ

▼冬期間に失業される方へ

仕事の都合で冬期間に失業される方は、

厚生年金の加入資格がなくなります。

そのため次のとおり資格の変更が必要

となります。

○本人（60歳未満）

現在２号（厚生年金等）

閣１号被保険者に変更です

○扶養配偶者

現在３号閣１号被保険者に変更です

▼必ず届け出をしてください

手続きに必要な書類は次のとおりです。

臼離職したことを証する書類

渦年金手帳

嘘印鑑

これらを持参し、役場戸籍年金担当の

窓口に届け出をお願いします。

なお、国民年金保険料の免除申請をさ

れる方は、離職票または雇用保険受給資

格者証も必要になります。

この届け出がされないと将来の年金受

給資格を失う場合もあります。忘れずに

届け出をしてください。

「厚生年金」喪失の方へ

『里親』とは、様々な事情により家庭で暮らせなくなった子どもた

ちを、自分の家庭に迎え入れて、愛情とまごころをこめて養育してく

ださる方のことを言います。北見児童相談所では、「虐待」「傷病」「離

婚」など様々な理由により家庭で生活できない子どもの相談があとを

絶ちません。現在、オホーツク管内には約60組の里親の方がおり、

約40名の子どもたちが里親家庭で生活しています。

里親は、特別な方だけがなれるイメージをお持ちの方もいるよう

ですが、特別な資格などは必要ではなく、実際にはどこにでもいる普

通の家庭のお父さん、お母さんたちです。

里親には次の４つの種類があり、「養子縁組をしたい」「祖父母が孫

を育てている」など事情に応じた区分もあります。

養育里親 保護者が引き取れるまで、又は児童が自立して社会に出

るまでの間養育する里親。委託期間は、数年から十数年

の場合もありますが、数日、数週間、数ヶ月という短期間

だけお願いする場合もあります。

専門里親 養育里親等が一定要件を満たした研修を受講して登録し、

被虐待児・非行児・障がい児を養育する里親です。

養子縁組里親 養子縁組を前提とする里親です。

親族里親 両親の死亡・行方不明等や特別な事情で養育できない児童

を、祖父母や兄弟姉妹が里親として養育するものです。

オホーツク管内では、子どもの年齢や里親との相性なども考慮し

て委託先を決めるので、管内各地に里親が増えていくことが望まれ

ます。是非、里親として登録いただき、家庭に恵まれない子どもたち

の養育を担っていただければと思います。

里親を希望される方、里親制度についてもう少し知りたい方、また

自治会などで里親制度のことを聞いてみたいという場合も、説明さ

せていただきますので、お気軽にご連絡ください。

問い合わせ先 北見児童相談所（若狭まで） 緯0157－24－3498

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223
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12

30

31

（
株
）
清
水
建
設

緯
０
９
０
室
８
４
２
８
室
６
０
３
１

・
１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で

（
株
）
四
ツ
輪
工
業
津
別
支
店

緯
０
９
０
室
８
９
０
０
室
８
６
７
４

12月30日～１月４日

里親になりませんか！


